
〈広報天台〉　天台ジャーナル（毎月１回１日発行 )（平成16年4月20日　第三種郵便物認可　郵業認第１号）1

発行所：天台宗出版室
発行人：出版室長　小林　祖承
〒520-0113大津市坂本4-6-2
天台宗務庁内　電話：077-579-0022(代)

Eメール：T-Press@tendai.or.jp

広報天台

今
年
に
な
っ
て
、北

朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

の
報
道
が
連
日
の
如
く

報
じ
ら
れ
て
い
た
。
近

海
に
落
ち
る
も
の
か

ら
、米
国
本
土
に
到
達

す
る
能
力
の
あ
る
も
の

ま
で
、様
々
だ
。
ミ
サ
イ
ル
発
射

に
は
、相
当
な
額
の
費
用
が
掛
か

る
は
ず
だ
。
か
の
国
で
は
、食
糧

事
情
が
悪
く
、
そ
の
日
の
食
べ
物

に
も
困
る
人
々
が
多
く
い
る
と
聞

く
が
、
ミ
サ
イ
ル
に
か
け
る
お
金

を
そ
ち
ら
に
回
せ
な
い
の
か
と
つ

く
づ
く
思
う
▼
金
正
恩
総
書
記
の

独
裁
体
制
維
持
の
た
め
に
は
、核

装
備
は
じ
め
軍
備
増
強
を
第
一
に

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、

国
民
に
と
っ
て
は
、迷
惑
こ
の
う

え
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
生

き
る
た
め
の
食
糧
が
必
要
な
の
だ

か
ら
。
餓
死
す
る
人
も
頻
繁
に
出

て
い
る
よ
う
で
、悲
惨
な
限
り
だ

▼
北
朝
鮮
が
か
つ
て
「
地
上
の
楽

園
」と
賛
美
さ
れ
、
そ
れ
を
信
じ

て
北
朝
鮮
へ
渡
っ
た
在
日
朝
鮮
人

の
方
々
が
多
く
い
た
。
と
こ
ろ

が
、実
際
は
「
地
上
の
楽
園
」ど
こ

ろ
で
は
な
く
、抑
圧
体
制
下
の
自

由
の
な
い
専
制
国
家
だ
っ
た
。
裏

切
ら
れ
た
思
い
を
抱
い
た
方
の
中

に
は
、脱
北
を
し
て
日
本
に
舞
い

戻
っ
た
人
も
い
る
▼
近
年
、世
界

の
国
々
で
、専
制
国
家
化
す
る
と

こ
ろ
が
増
え
て
い
る
気
が
す
る
。

国
を
統
治
す
る
に
は
手
っ
取
り
早

い
の
か
。
し
か
し
、人
間
に
と
っ

て
一
番
大
事
な
基
本
的
人
権
が
損

な
わ
れ
る
例
が
多
い
。
特
に
自
由

が
抑
圧
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
今
後
、
そ
う
い

う
国
が
増
え
て
い
く
こ
と
も
予
想

さ
れ
、心
配
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

会
場
が
報
恩
心
で
あ
ふ
れ

会
場
が
報
恩
心
で
あ
ふ
れ

一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会

は
、
5
月
24
日
以
降
、
埼
玉
、
近
畿
、

兵
庫
、
東
京
、
南
総
、
群
馬
、
福
島
、

陸
奥
、東
海
、京
都
、九
州
西
、茨
城
、

滋
賀
の
各
教
区
で
順
に
開
催
。（
10

月
末
時
点
）11
月
以
降
も
三
岐
教
区
、

玄
清
法
流
が
予
定
し
て
い
る
。

東
海
教
区
本
部
（
山
田
亮
盛
教
区

本
部
長
）
で
は
9
月
30
日
、一
隅
を

照
ら
す
運
動
東
海
大
会
を
名
古
屋
市

公
会
堂
大
ホ
ー
ル
で
開
き
、僧
俗
併

せ
て
約
千
名
が
参
加
し
た
。

山
田
本
部
長
か
ら
竹
内
純
照
一
隅

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
っ
て
中
止
や
延
期
さ
れ
て
き
た
各
教
区
、各
寺
院
で
の
諸
行
事

が
5
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
た
5
月
8
日
か
ら
徐
々
に
再
開
さ
れ
て
い
る
。
9
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、

一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
や
各
団
体
に
よ
る
研
修
会
な
ど
が
催
さ
れ
て
お
り
、宗
内
に
活
気
が
戻

り
つ
つ
あ
る
。

を
照
ら
す
運
動
総
本
部
長
に
義

援
金
目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
あ
と
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
一
隅
を
照

ら
す
運
動
を
実
践
す
る
5
人
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

講
演
で
は
、群
馬
教
区
心
月
院

の
髙
橋
美
清
住
職
が
「
S
N
S
の

現
状
と
支
援

　
被
害
者
・
加
害

者
に
な
ら
な
い
た
め
に

〜
や
さ
し
い
心
で
一
隅

を
照
ら
す
〜
」を
講
話

し
、自
身
が
体
験
し
た
S
 

N
S
で
の
誹
謗
中
傷
な

ど
や
、寺
で
の
支
援
活
動

に
つ
い
て
話
し
た
。
ま

た
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り

盛
会
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

九
州
西
教
区
（
嘉
瀬

慶
文
宗
務
所
長
）
で
は
、

10
月
22
日
に
長
崎
県
新

上
五
島
町
荒
川
郷
に
建

つ
伝
教
大
師
像
前
で
、山

王
山
伝
教
大
師
像
建
立

四
周
年
法
要
並
び
に
一

隅
を
照
ら
す
運
動
九
州

西
大
会
を
開
催
し
た
。

同
地
は
入
唐
求
法
の

旅
か
ら
帰
国
さ
れ
た
伝

教
大
師
ゆ
か
り
の
地
で
、

令
和
元
年
に
住
民
ら
の

熱
意
で
伝
教
大
師
像
を

建
立
。
毎
年
10
月
下
旬

に
法
要
並
び
に
一
隅
大

会
を
開
い
て
い
る
。

法
要
は
嘉
瀬
宗
務
所
長
を
導
師

に
奉
修
さ
れ
、天
台
宗
の
柴
田
真

成
社
会
部
長
が
随
喜
の
も
と
、石

田
信
明
町
長
や
役
場
関
係
者
、町

民
ら
百
名
が
出
席
し
世
界
平
和
や

疫
病
退
散
、島
内
の
安
全
が
祈
願

さ
れ
た
。（
写
真
）

ま
た
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進

大
会
で
は
、叡
山
講
福
聚
教
会
総

本
部
助
講
師
の
山
下
隆
源
祇
園
寺

住
職
、脇
山
正
舜
實
相
院
住
職
に

よ
る
記
念
講
演
「
伝
教
大
師
の
御

教
え
を
唱
え
る
〜
詠
讃
道
ご
詠

歌
」が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
ら
は

初
め
て
聴
く
御
詠
歌
に
触
れ
、最

後
は
講
師
2
人
の
手
ほ
ど
き
で
共

に
唱
和
。
会
場
が
報
恩
に
満
ち
溢

れ
た
。寺

庭
婦
人
が
意
見
交
換

寺
庭
婦
人
が
意
見
交
換

天
台
宗
寺
庭
婦
人
中
央
研
修
会

並
び
に
「
寺
婦
の
日
」
報
恩
法
要

が
10
月
26
日
か
ら
27
日
ま
で
比
叡

山
延
暦
寺
で
開
催
さ
れ
全
国
か
ら

寺
庭
婦
人
59
人
が
参
加
し
た
。

延
暦
寺
会
館
で
行
わ
れ
た
中
央

研
修
会
で
は
、柴
田
社
会
部
長
に

よ
る
講
演
や
参
加
者
同
士
で
の
意

見
交
換
会
が
あ
り
、各
教
区
の
現

状
報
告
と
問
題
点
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
る
場
と
な
っ
た
。

翌
日
は
、
大
講
堂
で
「
寺
婦
の

日
」
報
恩
法
要
を
奉
修
。
寺
庭
婦

人
表
彰
式
で
表
彰
該
当
者
6
名
が

参
加
し
表
彰
状
を
授
か
っ
た
。
ま

た
天
台
宗
寺
庭
婦
人
連
合
会
か
ら

延
暦
寺
へ
奉
納
金
30
万
円
が
贈
呈

さ
れ
た
。
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山王山の麓に建つ伝教大師像前での法要（九州西教区）

極 微
ご く み

コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え
、宗
内
に
活
気
戻
る

全国各教区全国各教区でで諸行事諸行事をを挙行挙行


